
ステークホルダーと
共につくり、磨く教育

特 集

大学教育は多くの場合、学内の教員のみでデザインされ、

改善の議論がなされてきた。

ユニバーサル時代には、

アカデミズムの枠組みにとらわれない柔軟な発想を加えながら

教育プログラムを構築する必要性が増す。

ステークホルダーとの開かれた議論と協働は、

その有効な手立てとなるはずだ。

傾聴・議論・協働のプロセスが

コミュニケーションの深化と相互理解という果実ももたらすだろう。

問題提起

協働者 高校 地域企業卒業生学生 …

教育プログラムはどのようにデザインされているか？

オピニオン

事 例

ステークホルダーとの協働はなぜ必要か？
－濱名 篤氏

課 題 協働のしくみづくりにおいて乗り越えるべきハードル
－笹金 光徳氏

立命館大学 帝京大学 山梨県立大学
滋賀県立大学

高校教員と共に
初年次教育を
デザイン

学生と共に授業を
ブラッシュアップ

地域と共に
正課プログラムを
デザイン
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